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	相模原市立横山小学校 学校だより  ワクワクを力に！～ 自分で学び　みんなで高め　たくましく～
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	【代表ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ】



	「頼もしい高学年」への第一歩
	学校長　佐藤　由起
	　学校は、多様な子どもたちが共に過ごし、社会性を育む「共同 生活の場」です。みんなが気持ちよく、笑顔で過ごすためには、 ルールが必要ですが、それは大人から押し付けられるものでは ありません。 「自分たちの手で考え、実践してこそ、本物の力になる」 そんな大切な学びが、この6月の宿泊体験学習にありました。 　
	　6月、6年生は修学旅行で栃木県の日光へ、5年生は市内の「相模川野外体験教室　ビレッジ若あゆ」へ、それぞれ1泊2日の宿泊体験学習に出かけました。親元を離れて過ごす２日間。５年生は初めての宿泊体験学習、また、6年生にとっては、相模原市から車で3時間以上も離れた未知の土地での活動です。クラスの友達と、これまでにないほど長い時間を共に過ごすことになります。 　この大きな挑戦を前に、学校では当日を迎える２ヶ月程前から準備が始まっていました。それぞれの学年で「実行委員会」が立ち上がり、「この宿泊学習を通して、自分たちはどのようにレベルアップをしたいのか」「そのために必要なルールやマナーとは何か」を、子どもたち自身が真剣に話し合ってきました。誰かに決められたから守るのではなく、自分たちの旅を成功させるために自分たちで律する。その過程こそが、すでに大切な学びの始まりでした。 　
	　当日、子どもたちの数だけたくさんのドラマがありました。
	参加することを目標に、毎日の登校をがんばってきた子
	仲の良い子と別の班になったけれど、新しい仲間をつくる良さに気づいた子
	班活動で、メンバーが離れ離れにならないように、常に気を配った班長
	初めて親元を離れる寂しさや不安から、眠れない夜を過ごした子
	お世話になった方へ、自分から感謝の気持ちを伝えた子
	　一方で、集団のルールを破ってしまい、夜に先生とじっくりと反省会をした子もいました。しかし、それも決して無駄な経験ではありません。  　すべての時間が集団行動だからこそ、自分の思い通りにならない葛藤もあります。それでも子どもたちは互いに「折り合い」をつけながら、「今、自分はどう動くべきか」を必死に考え、行動していきました。 　楽しかった思い出だけでなく、小さな失敗や心の揺れ動きも含め、すべてが子どもたちの成長の栄養となりました。帰ってきた子どもたちの表情は、出発前より一回りも二回りも頼もしく見えました。
	　今回身につけた「自分で考え、周りを思いやり、折り合いをつける力」は、これからの生活に必ず活きてきます。一回り成長した高学年が、これから学校をどう引っ張っていってくれるのか、今後がとても楽しみです。


